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今年度、４月１７日に本校６年生を対象に実施された「全国学力調査」について、結果をお知らせします。

本調査は、国語、算数、理科の３教科のテストと同時に、家庭での過ごし方や学習時間を問う調査も実施さ

れました。生活習慣と学力との関係など、本校の子どもたちの状況をお伝えします。 

 

  

 

 

 

 

 

 
高正答率（本校／全国（％）） 低正答率（本校／全国（％）） 

国 
語 

全体的によくできており、どの問題も全国平均

を上回っています。特に、全国平均を大きく上回

っていた問題は以下の通りです。 

 

■学年別漢字配当表に示されている漢字を文

の中で正しく使う。        （９３．８／７２．１） 

■順序を考えながら内容の大体を捉える。 

（１００／８１．６） 

■自分が聞こうとする意図に応じて話の内容を

捉える。                 （８４．４／７１．８） 

■書く内容の中心を明確にし、段落相互の関

係に注意して文章構成を考える。   

 （８１．３／６５．５） 

全国平均よりも上回ってはいますが、全国平均

も本校の正答率も低かった問題が以下の通り

です。 

 

□目的や意図に応じて日常生活の中から話題

を集め、分類したり関係づけたりして伝え合う

内容を検討する。         （５９．４／５３．３） 

□目的に応じて、文章と図表などを結び付ける

などして必要な情報を見つけることができる。 

                        （５９．４／４０．８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合結果（国語・算数・理科）】 

国語科、算数科・理科の３教科とも、全国ならびに京都府、京都市の平均正答率を上回る結果でし

た。（本校／全国（％） ： 国語８１／６６．８、 算数７８／５８、 理科７６／５７．１） 

この結果から、学力が定着していることが分かります。また無解答も少なく、「解らない」「できない」と

諦めず、自分なりに答えを導きだそうとしている様子が見られます。 

令和７年度 全国学力学習状況調査の結果について 

 

【課題】 

これらのことから、意図を明確にして必要な情報を見つけることや、目的に応じて前後関

係を把握し、文章に結び付けることにおいて課題が見られました。また、目的や条件に合わせ

て自分の考えを記述する最後の問題では、全国平均を大きく上回っていましたが、約９％の

児童が無解答でした。このことから、時間配分や決められた条件で書くことへの課題が見ら

れました。 



算 

数 

すべての問題で全国平均を上回る結果でし

た。特に、全国平均を大きく上回っていた問題

は以下の通りです。 

 

■目的に応じて適切なグラフを選択して出荷

量の増減を判断し、その理由を言葉や数を

用いて記述する。          （６２．５／３１） 

■基本図形に分割できる図形の面積の求め方

を、式や言葉を用いて記述する。 

（７１．９／３７） 

■伴って変わる２つの数量の関係を解決する

ために必要な数量を見出し、式や言葉を用

いて求め方を記述する。  （８１．３／４８．７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均よりも上回ってはいますが、全国平均

も本校の正答率も低かった問題が以下の通り

です。 

 

□分数の加法について共通する単位分数を見

出し、加数と被加数が共通するいくつ分か

を、数や言葉を用いて記述する。   

（４３．８／２３／無解答６．３） 

□数直線上で、１の目盛りに着目して分数を単

位分数のいくつ分として捉える。       

  （５６．３／３５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 

科 

３教科の中で本校も全国も平均正答率が低か

ったですが、国語や算数と同じく全国平均を上

回る結果でした。特に、全国平均を大きく上回

っていた問題は以下の通りです。 

 

■赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方

の違いを、結果やまとめを基に、他の条件の

結果を予想しながら選ぶ。（９３．８／７７．８） 

■ヘチマの花のつくりや受粉についての知識

が身についている。      （96.９／７０．７） 

■氷がとけてできた水が海に流れていくことの 

根拠を、既習事項と関連付けて理解してい

る。                   （９０．６／６０．９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均よりも上回ってはいますが、全国平均

も本校の正答率も低かった問題が以下の通り

です。 

 

 

□身の回りの金属について、電気を通すものや

磁石に引き付けられるものがあることの知識

が身についている。      （２８．１／１０．６） 

□レタスの種子の発芽の条件について、差異

点や共通点を基に新たな問題を見出す。 

               （５０／２９．９／無解答６．３） 

【課題】 

これらのことから、１つめの「共通する単位分数を見出す＝通分」ですが、問題が長い上に

聞かれている問題は分母が違うので混乱した可能性があります。無解答の児童が約６％い

たことからもそれがわかります。次の数直線の問題では全国平均を大きく上回ってはいます

が、約半数の児童しか解答できていなかったことから、数の相対性（単位分数のいくつ分か

で考えること）の基本的な定着が課題であると考えられます。 

【課題】 

これらのことから、「電気」という目に見えないものに対して実感を伴った理解の重要性が

わかります。本校では、「アルミニウム・鉄・銅」のどれかを「電気を通す・通さない」で誤解答

した児童が約６０％いました。次の発芽条件の問題では、気付きをもとに新たな問題を見つ

けるというものでした。５年生時の学習内容であるので忘れてしまっている可能性も考えられ

ますが、「条件制御」の理解に課題があるとも考えられます。 



【児童質問紙より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この質問ではプラス評価（当てはま

る・どちらかといえば当てはまる）が 

９０．３％でした。全国と比べても、朝

食の大切さを理解し、取り組んでいる

ことがわかります。同様に２問目、３問

目には寝起きの時刻についての質問

がありました。この項目の結果も本校

は約８０％の児童がプラス評価でし

た。「規則正しい生活」について児童

の意識や実践力が高いのは、普段か

らご家庭でもご協力いただいている

結果ではないかと思います。 

 

この質問ではプラス評価（当てはま

る・どちらかといえば当てはまる）が 

８７．１％でした。これに関連して、次の

質問「先生は、あなたのよいところを

認めてくれていると思いますか」で

は、プラス評価が１００％でした。 

反対に、マイナス評価（どちらかとい

えば当てはまらない・当てはまらな

い）は１２．９％でした。 

約１割の児童がマイナス評価をして

いる事実を受け止め、日々の学校生

活や学級で具体的に良いところを褒

め、自信につなげられるような活動の

機会を増やしていきたいと思います。 

この質問では月曜～金曜の平日に 

１日どのくらいの時間学校外で学習

しているかを答えました。 

１日１～３時間学習している児童が 

７４．２％おり、その中でも１日３時間

以上している児童は、約半数の 

５１．６％でした。この数字は、全国か

ら見てもかなり高い割合です。児童本

人が目標をもって主体的に学習に取

り組んでいたり、学習に対する本人や

おうちの方の意識の高さが伺えたりし

ます。 

（１）朝食を毎日食べていますか。 

（５）自分には、よいところがあると思いますか。 

（１７）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどのぐらいの時

間、勉強をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わってい

る時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度、本校では学校教育目標の中に「人を大切にする」「自分を大切にする」「めあてにむかう」「よりよく生きる」と

いう４つの具体的な観点を掲げて取り組んでいます。今後も、学校と家庭・地域が連携し、日々の学校生活や行事等を通し

て子どもたちの健やかな育ちと学びの実現にご協力をお願いいたします。 

この質問ではプラス評価（当てはま

る・どちらかといえば当てはまる）が 

９３・５％でした。 

学年間のつながりだけではなく、たて

わり活動などを通して縦のつながりも

深まっていることがわかります。「人を

大切にする」「協力する」といった意

識の高まりは、学校だけでは育ちませ

ん。ご家庭や地域でのかかわりも大

きく影響していると考えます。今後もこ

の意識が継続できるようにしていきた

いですね。 

（２４）読書は好きですか。 
この質問ではプラス評価（当てはま

る・どちらかといえば当てはまる）が 

８７．１％でした。全国は約７０％なの

で、本に親しんでいる児童の割合が

多いことがわかります。次の質問「こ

れまでの生活の中で、自然の中で遊

ぶことや自然観察をすることがありま

したか」でも８３．９％の児童がプラス

評価をしていました。このことから、本

や自然に触れる機会をご家庭でたく

さんつくってくださっていることがわか

ります。 

この質問ではプラス評価（当てはま

る・どちらかといえば当てはまる）が 

９３・５％でした。全国と比べても、高

い割合になっています。 

授業で学んだことを、次の学習だけ

でなく自分の生活の中に返して生か

そうとする往還の意識ができていると

考えます。教職員も、学習が単発で終

わるのではなく生活とのつながりを

意識して指導していくことが大切だと

改めて認識できました。 

（３７）授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりするこ

とができると思いますか。 

（３９）授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力して課

題の解決に取り組んでいますか。 


